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５名 只見中学校だより

令和４年９月２８日 第５号

文責 校長 星英典

「只見と串本」 修学旅行で、本州最南端、和歌山県串本町を訪問。1890年9月16日トルコ使節団の船が串本沖

で難破し、600名以上が亡くなったエルトゥールル号事件。当時、串本の人々は必死に救助、衣食住を提供し、69名の

命を救うとともに、亡くなった異国の民のため墓を作り、毎年9月１６日に慰霊祭を行っています。 (代表生徒と慰霊塔訪問 ⇒)

只見も戊辰戦争時、長岡からの多くの難民を同じように助けました。そして、毎年、河井継之助の墓前祭を行い、

記念館もあります。「利欲でなく、義を大切にする」という共通点が２つの町の中高生の交流につながりました。

９月１４日(水)～１６（金）の三日間は、修学旅行があり 総合的な学習の時間「只見学」で町の自然について
ました。同じユネスコスクールの和歌山県立串本古座高 学んでいる１年生は、９月１４日(水)『ただみ・ブナと川のミ
等学校との交流学習では、班ごとに只見町の人口減少 ュージアム』を訪問し学習しました。
対策について発表し ２つの班に分かれ、ブナや只見に生息する多種多様
たり、海岸で一緒に な動植物、ユネスコエコ
磯の生物観察やゴミ パークなどについて質
拾いをしたりすること 問して問してきました。
ができました。 文化祭では、６つの
また、シュノーケリ 班に分かれ、発表する

ングなどの海洋体験 予定です。
学習にも取り組むこ 丁寧に教えてくださ
とができました。 【串本海中水族館で】 ったセンターの皆様、
大坂では、USJ（ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ･ｽﾀｼﾞｵ）も楽しみました。 ありがとうございました。 【真剣に説明を聞く生徒達】

２年生は、９月１４日(水)、 ９月１２日（月）に生徒会立会演説会が行われ、新生徒
１５日（木）の二日間、町内で 会役員が決定しました。これからの只見中を引っ張って
の職場体験に臨みました。 いく頼もしいリーダー達を紹介します。
働くことの意義や将来に

ついてじっくりと考えました。 会 長 三瓶蒼有介(２年)

ご協力いただいた以下の 副会長 吉津 風花(２年)

事業所の皆様、ありがとうご 〃 松永 紗弥(２年)

ざいました。 【目黒麹店さんでの作業風景】 執行役員 酒井 優(１年)

《体験先》 〃 矢沢 悠樹(１年)

只見小、朝日小、明和小、只見保育所、朝日保育所、 〃 山内 丈大(１年)

明和保育所、あいあい薬局、会津工場、朝日診療所、

ライズサプール、さんべ農園、ブイチェーン、目黒麹店 Leave No One Behind! 【立会演説会に臨む新役員】

～ ４月１９日（火） ３年生対象に実施～

(１） 学力調査 【理科】

【国語】 〇平均正答率は、全国と県をわずかに下回りました。

〇平均正答率は全国と県を上回りました。 〇「生命」を柱とする領域は、全国と県を上回りました。

〇内容別では、特に「読むこと」で大きく上回りました。 〇「知識・技能」の確実な定着と「思考・判断・表現」の力を

〇今後は、「書くこと」の力をつけ、表現の技能など「言葉の つける学習を工夫していきます。

特徴や使い方」についての学習を充実させていきます。 (２) 学習状況に関する調査
【数学】 〇基本的生活習慣が身についており、自己肯定感が高い

〇平均正答率は全国と県を大きく上回りました。 です。また、「学校が好き」、「挑戦」、「人助け」、「他人に

〇領域別では、「数と式」、「図形」が高い正答率でした。 相談」、「地域貢献」、「ＩＣＴ活用」などの項目で、全国と

〇「データの活用」の力を問う問題に弱さが見られるため、 県を大きく上回っています。

この点で学習方法の工夫に努めていきます。 〇読解力の基礎となる読書指導を充実させていきます。


